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1992 年 12 月 13 日の大統領選挙で、金泳三（997 万票）が、金大中（804 万票）、鄭永周（388
万票）両候補をおさえて、第 14 代大統領となった。その直後の 1993 年 3 月、専修大学社会科












応、オバマ大統領の「核兵器のない世界」を目ざすとする 2009 年 4 月のプラハでの演説、北朝
鮮のミサイル発射、核実験などなど、いたるところに、新しい局面が生まれつつある。 
本稿では、韓国の政治について、1980 年 5 月の「光州事件」前後の複雑な動向を検討するた




連衡などは、かなり複雑である。しかし、韓国では、人口が日本の 2 分の 1 以下であるなかで、
政党の数においても、その離合集散の激しさにおいても、日本を大きく上回っている。米軍政
期、第 1 共和国、第 2 共和国、第 3 共和国、第 4 共和国、第 5 共和国、そして現在の第 6 共和
国にいたる諸政党の変遷図は、木村幹『韓国現代史 大統領たちの栄光と蹉跌』（中公新書、2008
年 8 月）の 254-255 ページに収載されている。なお、本稿の歴史的経過に関する叙述は、頁数
を示していないが、大部分、同書に依拠しているので、この場をかりて、木村幹氏に感謝する。 
2009 年 3 月の訪韓は、第 16 代盧武鉉大統領から、第 17 代李明博大統領に交代した直後であ
り、帰国後に盧武鉉前大統領自殺（？）の報道に驚くという経緯である。 
李明博は、現代グループの現代建設社長を経てソウル市長となり、2007 年 12 月の大統領選
挙に立候補し、鄭東泳（617 万票）、李会昌（355 万票）、文国鉱（157 万票）の 3 候補を上回る
1149 万票を獲得して第 17 代大統領となった。 
ところで、1948 年 8 月 15 日の「大韓民国」独立宣言以来、大統領となった人物は次の 10 名
であり、朝鮮民主主義人民共和国の政権は金日成・金正日の二名が掌握してきたのである。日
本の首相の数と比較する必要もあるが、ここでは省略する。 
①李承晩（1887 年生れ）：初代、第 2 代、第 3 代 
②尹潽善（1897 年生れ）：第 4 代 
③朴正熙（1917 年生れ）：第 5 代、第 6 代、第 7 代 
④崔圭夏：第 8 代 
⑤全斗煥：第 9 代、第 10 代、第 11 代、第 12 代 
⑥盧泰愚：第 13 代 
⑦金泳三（1928 年生れ）：第 14 代 
⑧金大中（1924 年生れ）：第 15 代 
⑨盧武鉉（1946 年生れ）：第 16 代 





1961 年 5 月 16 日の軍事クーデターによって成立した朴正熙政権をきびしく批判していた金
－ 98 － 
大中が、1973 年 8 月 8 日東京のホテルから拉致され、海上で暗殺寸前の危機に直面したが、国
際的な圧力のもとで、九死に一生を得た。8 月 13 日午後 10 時過ぎ、金大中は自宅の前で解放




1974 年 4 月、新民党の柳珍山総裁が死去。曲折を経て、45 歳の金泳三が次の総裁となり、朴
政権と与党に対する批判の「鮮明闘争」路線を主張し、金大中の政治活動の自由と海外旅行の
許可、中央情報部の解体などを、朴政権に要求した。 
朴正熙は、次第に窮地に追いこまれた。1974 年 8 月 15 日には、在日朝鮮人文世光による朴
正熙暗殺未遂事件と文世光の流れ弾による陸英修夫人の死は、朴正熙に深刻な衝撃を与えた。
その後、車智澈警護室長が朴正熙に取り入って「権力代行者的地位」を占め、中央情報部長金












1979 年 10 月 26 日の朴正熙大統領暗殺事件の直後、事件の合同捜査本部長となったのは、全
斗煥国軍保安司令官であった。11 月 6 日、事件の全貌が発表され、12 月 6 日、崔圭夏が統一主




1980 年 5 月 17 日夜、戒厳令が、済州島を含む全国に拡大され崔圭夏大統領が戒厳司令官と
なった。全斗煥らは、崔圭夏の裁可を受けて、金大中をはじめとする政治家、学生運動指導者、





生たちの蜂起をもたらした。「光州事件」の開始である。5 月 18 日からの 10 日間、光州では、
空挺特戦部隊と警察部隊による徹底した鎮圧活動が行われた。死者 240 名、行方不明者 409 名、
負傷者 5019 名と数えられている。 






年 7 月 4 日、戒厳司令部は「金大中一党の内乱陰謀事件の捜査結果」を発表。金大中は、「光州
事件」の発端となった全南大学及び朝鮮大学生の街頭デモを引き起こした、とする。金大中は、
①内乱陰謀、②内乱煽動、③戒厳法違反、④戒厳法違反教唆、⑤国家保安法違反、⑥反共法違
反、⑦外国為替管理法違反の 7 つの罪に問われた。 
1980 年 9 月 17 日の金大中に対する戒厳軍普通軍法会議の判決は死刑。戒厳高等軍法会議へ
の控訴は 11 月 3 日棄却。金大中は、11 月 8 日、大法院に上告した。この裁判に対する関心は、
日本、ドイツなど海外で高まりつつあった。 
「新軍部」側は、1981 年 1 月 18 日、金大中に、減刑嘆願書を提出せよとの説得を行った。
金大中はそれに応じた。大法院は 1 月 23 日、死刑判決を下したが、韓国政府は即座に臨時閣議
を開き、無期懲役に減刑した。1981 年 3 月 2 日、大統領に就任した全斗煥は、恩赦により、懲
役 20 年に減刑した。翌 1982 年の年末、アメリカへの出国を説得された金大中は、李姫鍋夫人
の意向もあり、結局出国を決意し、2 度目の亡命生活がはじまる。 
金泳三は、当時、どのように対応していたか。 
「光州事件」開始直後の 5 月 20 日に金泳三は軟禁され、1981 年 4 月 30 日まで継続した。金
泳三は、その後、「民主山岳会」を組織し、登山しながら政治活動を行った。 
1982 年 5 月 31 日、金泳三に対する第 2 次軟禁が実施された。1983 年 5 月 16 日、金泳三は「国
民へ送る言葉」を発表し、「光州事件」3 周年の 5 月 18 日を期して、全斗煥政権に抗議する無
期限断食を敢行。5月 24日にはワシントン滞在中の金大中も金泳三への連帯の意志を表明した。
この 23 日間に及ぶ断食によって、軟禁は解除された。金泳三と金大中は、1983 年 8 月 15 日、
－ 100 － 
「8・15 共同宣言」を連名で発表。1985 年 1 月、新韓民主党の結党にいたる。「新軍部」は、こ
の新党の準備期間を少なくするために、第 12 代国会議員選挙を、繰り上げて、1985 年 2 月 12
日と決定。しかし、投票日 4 日前に金大中が帰国したこともあって勢いを増した新韓民主党は
善戦、第 2 党となった。 


























1990 年 1 月には、民主正義党・統一民主党・新民主共和党の 3 党合同が宣言され、2 月、民
主自由党が結成された。他方、金大中らの平和民主党は新民主連合党となり、李其沢・盧武鉉
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らの民主党と合併して民主党となった。 
 


















（中公新書、2008 年）199 ページ 
 
1992 年 12 月の大統領選挙では、金泳三は巨大与党・民主自由党の大統領候補となり、前述
のとおり、997 万票を獲得し、金大中（民主党）の 804 万票、鄭周永（統一国民党）の 388 万
票をおさえて当選、第 14 代大統領となった。全斗煥・盧泰愚元大統領は逮捕され有罪判決を受
けるが、現在は「自由の身」となっている。その経過は省略する。 
1997 年 12 月の大統領選挙では、金大中（新政治国民会議）が 1032 万票で、李会昌（ハンナ
ラ党）の 993 万票、李仁済（国民新党）の 492 万票を圧倒して、第 15 代大統領となった。 
2002 年 12 月の大統領選挙では、盧武鉉（民主党）が 1201 万票で第 1 位となり、李会昌（ハ
ンナラ党）の 1147 万票、植永吉（民主労働党）の 957 万票をおさえて第 16 代大統領となった。
盧武鉉の場合、地域主義を克服する努力が評価されたことが注目される。 
2007 年 12 月の大統領選挙における李明博（ハンナラ党）の当選は、前述のとおりである。 
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③2009 年 8 月 10 日、金泳三元大統領はソウル市内の病院で闘病中の金大中元大統領を見舞
い、「歴史的和解」を果たした（2009 年 8 月 10 日付、各紙夕刊）。金大中は 8 月 18 日死去。 
2009 年、日本も、各種の地方選挙、東京都議選、衆議院議員選挙（2009 年 8 月 30 日）など、
「政治不信」が強まる中で、政治への関心が高まり、新しい局面が生まれつつある。韓国の「光
州事件」からも、多くを学ぶべき現状である。 
